
 
 
 
 
 
 
 
  

国連WAFUNIF 日本アジア機構のご案内 

連絡先 
〒107-6223 東京都港区赤坂 9-7-1 ミッドタウン・タワー 23階 
国連WAFUNIF日本アジア機構     E-mail:info@allianceforum.org  

 
 
優れた人材を広く民間から採用し、発展途上国の現場で活躍する日本人を一人でも多く輩出することを目的に2007年
にアライアンス・フォーラム財団内の独立部門として設立準備室が設置されました（2008 年に正式誘致）。熱意ある民
間人を、所属する企業、大学、研究所、地方自治体の協力を得て、国連そのほかの国際機関や途上国のＮＧＯに派遣
し、日本人による「顔の見える」貢献を実現、途上国の抱える様々な課題解決に取り組んでまいります。 
世界で活躍する人材の交流は、新しい時代の日本を担う人材の育成となるでしょう。 

 
国連ＷＡＦＵＮＩＦ日本アジア機構の設立 

WAFUNIF とは：連組織の世界 148 ヶ国に及ぶ研修生ＯＢが、機関や部署を超えて結成し、国連憲章第 71条に準拠して設立さ
れた国連直属のＮＧＯです。国連をはじめとする国連組織への就職・インターン派遣の窓口となっています。ＵＮＣＴＡＤ、ＵＮＥＳＣ
Ｏ、ＷＨＯなどの国連組織が縦割りとなっているのに対し、ＷＡＦＵＮＩＦは、唯一各組織を横につなぐ役割を果たしています。 

The World Association of Former United Nation’s Interns 
and Fellows, Inc. 
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今まで主な実績 (2008年以降) 

2008年 1月：バングラデシュ事務所開設 

2008年 3月：バングラデシュ視察団派遣 

2008年 4月：途上国支援WAF2008主催 

2008年 6月：インターン第一号 ダッカ派遣 

→XVDを利用した遠隔医療の企画、デモ実施 

2008年 7月：BRAC とのMOU締結 

         バングラデシュ視察団派遣 

         インターン第二号 ダッカ派遣 

IIMSAM 支援事業部門と連携し、スピル

リナ・プロジェクトにも協力しています。 
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